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以下の問題に答えなさい。設間に特別指示のないものについては,解答欄は数字をマークしなさい。分数形で魂旱答する場合,それ

以上約分できない形 (既約分数)で答えなさい。根号を含む形で解答する場合,根号の中に現れる自然数が最小となる形で答えなさ

い。駒4塔:番号 36

右図のように,ばね定数 たの軽いばねを鉛直に立て,上端に質量 4れの板を取り付け,静止

させる。そして質量 mの小球をこの板の鉛直上方 れの高さから静かに落下させた。板と小球の

衝突は弾性衝突で反発係数 (はね返り係数)は 1と する。小球の大きさは無視できるものとす

る。重力加速度の大きさをgと して,以下の問いに答えなさい。

小球

板

(1)小球が板に衝突する直前の速さを υ。とする。υ。は次式となる。

υo := × gれ

(2)小球が板に衝突 した直後の小球の速さをυl,板の速 さを И とする。υlと Иはそれぞれ次式 となる。

× υ0 И = × υ。
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(3)1回 日の衝突後,板ははじめの位置から最大距離 Иだけ下がる。Иは次式となる。ただし,板の位置が最 も下がる前

に 2回 日の衝突は起こらないものとする。

(4)板が 1回 日の衝突によっていったん下がった後,上昇する運動を単振動の一部とみなし,その周期をTと する。また

1回 目の衝突後,小球が最高点に達するまでの時間を
`と

する。Tと tはそれぞれ次式となる。

T= × π 「
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(5)板が 1回 目の衝突によっていったん下がった後,上昇してはじめの位置にもどった瞬間に,2回 目の衝突が起こった。

(a)こ のとき,Tと tの関係は次式となる。また,ん は次式となる。

T=回 xt     九=皿 x二■■口       ~ 
□国  λ

け 1回 日と2回 目の衝突の間で,衝突点から小球が到達する最高点の高さまでの距離をLと する。Lは次式となる。

L=二 x二:竺
L」」   λ
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″ 右図において,Cュ ,C2,C3はそれぞれ θ Fl,2θ [F],3θ [F]の コ

ンデンサーで,Rl,R2はそれぞれえ [Ω ],&[Ω ]の抵抗である。El,

E2はそれぞれ起電力 F iV],4″ [V]の電池で内部抵抗は無視できる。

Sl,S2は スイツチである。Sl,S2が開かれ,すべてのコンデンサーの

電荷が 0の ときを初期状態とする。点 Gで導体と地面を接地させ,G
における電位を0と した。この回路について以下の問いに答えなさい。

解答欄 19 は解答群から選び,残 りの解答欄は数字をマーク

しなさい。

初期状態から,Slを開じた。

(1)Slを 閉じた直後,点 aを流れる電流をムとする。ムを求めなさい。

ム = 19

令和 5年度 金沢医科大学医学部入学者選抜試験問題
一般選抜 (前期)【 物 理 】 1日 目

FiV]

R:

21[Ω〕

C2

b

2θ〔珂

え &Z
え十&

O■十ノわ)×′ワ

ふ &

4FiV]

物 理
(2枚のうちの 2)

R2G

&

19 の解答群
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(2)Slを閉じた後,十分に時間が経過した。Clにかかる電圧を И,C2に かかる電圧を 発 とする。И と 陽を求めなさ

い。

И=曇 ×EM  Z=曇 ×FM
四        四

II.1.に 続いて,Slを 開いて,S2を 閉じた後,十分に時間が経過した。

(3)点 bの電位を %とする。スを求めなさい。

%=理曇×F[vI
四回

(4)点 aの電位を スとする。スを求めなさい。

z=禦聾 ×F iv]

國

(5)S2を通過した電気量をθとする。cを求めなさい。

。=里旦×
"Ic]国

III.初 期状態にもどしてから,Slと S2を 同時に閉じた後,十分に時間が経過 した。

(6)点 bの電位を ム'と する。 ム'を求めなさい。

□国
国

偽 × F[V]
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